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三　

岩
手
・
宮
城
県
に
お
け
る
山
岳
信
仰
に
根
ざ
し
た
祭
礼
文
化
と

　
　
　

そ
の
継
承
に
関
す
る
研
究

　

吉　

野　
　
　

裕

　

岩
手
・
宮
城
県
は
、
二
〇
一一
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
。
古
く
よ
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
は
修
験
者
が
定
着
し
て

い
た
。
彼
ら
は
山
岳
信
仰
を
布
教
し
た
り
、
道
者
と
と
も
に
霊
山
に
参
詣
し
た
り
、
あ
る
い
は
山
岳
信
仰
に
根
ざ
し
た
祭
礼
・
行
事
を
継
承
し

た
り
す
る
な
ど
し
て
、
独
自
の
地
域
文
化
を
創
り
あ
げ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
山
岳
信
仰
は
両
県
の
地
域
文
化
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
要

素
の
ひ
と
つ
に
な
って
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
既
往
の
研
究
に
お
い
て
は
、
岩
手
・
宮
城
県
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
霊
山
参
り
を
実
施
し
て
い
た
か
や
、

修
験
者
伝
来
の
祭
礼
文
化
を
い
か
に
し
て
継
承
し
て
き
た
か
に
関
し
て
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
両
県
を
含
む

東
北
地
方
で
現
地
調
査
を
実
施
し
、
①
近
代
期
に
岩
手
・
宮
城
県
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
霊
山
参
り
を
行
っ
て
い
た
か
、
ま
た
、
②
宮
城
県
に

伝
わ
る
修
験
者
伝
来
の
神
楽
が
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
い
か
に
し
て
復
活
し
た
か
に
つい
て
解
明
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
。
以
下
に
、
本
研
究
で

得
ら
れ
た
知
見
を
記
す
。

　

①
近
代
期
に
お
け
る
霊
山
参
り
の
様
相

　

近
代
期
に
岩
手
・
宮
城
県
の
人
々
は
山
形
県
庄
内
地
方
―
す
な
わ
ち
日
本
海
側
―
に
あ
る
鳥
海
山
・
出
羽
三
山
（
羽
黒
山
・
月
山
・
湯
殿
山
）

な
ど
の
霊
山
に
参
拝
し
、
東
北
地
方
太
平
洋
側
と
日
本
海
側
と
を
結
ぶ
動
線
を
描
き
続
け
て
い
た
。
筆
者
が
、
鳥
海
山
を
主
祭
神
と
し
て
祀
る
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「
鳥
海
山
大
物
忌
神
社
」（
旧
国
幣
中
社
大
物
忌
神
社
、
山
形
県
飽
海
郡
遊
佐
町
鎮
座
。
写
真
１
）の
参
拝
者
名
簿
『
明
治
四
十一年　

参
拝
人

名
簿　

御
本
殿
』
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
明
治
四一年
夏
季
に
、
岩
手
・
宮
城
県
か
ら
約
六
〇
〇
名
の
道
者
が
鳥
海
山
に
参
拝
し
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
当
時
、
現
在
の
岩
手
県
北
上
市
を
境
界
と
し
て
、
そ
の
北
側
か
ら
の
道
者
た
ち
は
鳥
海
山
参
拝
時
に
秋
田
県
側

の
矢
島
口
を
、
そ
し
て
同
じ
く
南
側
か
ら
の
道
者
た
ち
は
山
形
県
側
の
蕨
岡
口
を
起
点
と
す
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
修
験
集
落
と
密
接

な
関
係
を
構
築
し
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
岩
手
県
の
人
々
が
実
施
し
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
霊
山
参
り
の
中
で
は
「
最
上
参

り
」
と
呼
ば
れ
る
形
態
の
も
の
が
、
そ
の
規
模
の
大
き
さ
か
ら
注
目
さ
れ
る
。
紺
野
（
一九
五
六
）・
岩
鼻
（
一九
九
二
）
に
よ
る
と
、「
最
上
参

り
」
の
風
習
は
近
世
期
の
南
部
藩
に
お
い
て
既
に
み
ら
れ
、
そ
の
特
徴
と
し
て
、
現
在
の
岩
手
・
秋
田
・
山
形
・
宮
城
県
所
在
の
鳥
海
山
・
出

羽
三
山
を
含
む
主
要
な
霊
山
、
寺
社
、
都
市
な
ど
を
反
時
計
回
り
の
順
番
に
巡
る
と
い
う
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。「
最
上
参
り
」
の
様
子

を
綴
っ
た
二
点
の
道
中
日
記
『
湯
殿
山
道
中
記
』（
明
治
一三
年
、
岩
手
県
花
巻
市
南
寺
林
）・『
最
上
参
詣
道
中
日
記
』（
明
治
二
八
年
、
同
北

上
市
黒
沢
尻
）
に
よ
る
と
、
前
者
の
道
者
は
蕨
岡
口
か
ら
、
後
者
は
矢
島
口
か
ら
鳥
海
山
参
り
を
行
っ
て
い
る
。
明
治
期
の
岩
手
県
の
道
者
は

こ
れ
ら
の
事
例
と
類
似
し
た
経
路
を
辿
り
、
鳥
海
山
参
り
を
行
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

さ
ら
に
筆
者
が
資
料
分
析
を
進
め
た
結
果
、
近
代
期
に
、
岩
手
・
宮
城
県
の
道
者
た
ち
が
自
ら
の
生
業
―
稲
作
・
タ
バ
コ
栽
培
・
養
蚕
・
漁

業
な
ど
―
の
生
産
暦
に
あ
わ
せ
て
五
月
雨
式
に
鳥
海
山
参
り
を
行
っ
て
い
た
こ
と
や
、
と
り
わ
け
両
県
境
か
ら
の
道
者
た
ち
の
間
に
お
い
て
、

在
地
の
修
験
者
の
末
裔
に
鳥
海
山
参
り
の
引
率
を
依
頼
す
る
習
慣
が
根
強
く
み
ら
れ
た
こ
と
も
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
な
お
、
当
時
、
在
地
の

修
験
者
の
末
裔
た
ち
は
大
物
忌
神
社
か
ら
「
先
導
」
な
ど
の
称
号
を
授
与
さ
れ
、
同
社
と
密
接
な
関
係
を
構
築
し
て
い
た
。
以
上
記
し
た
よ
う

に
、
近
代
期
に
お
け
る
岩
手
・
宮
城
県
の
人
々
に
よ
る
霊
山
参
り
は
、
近
世
期
さ
な
が
ら
の
修
験
的
性
質
を
色
濃
く
残
し
た
形
態
で
実
施
さ
れ

て
い
た
。
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②
山
岳
信
仰
に
根
ざ
し
た
祭
礼
文
化
「
法
印
神
楽
」
と
そ
の
継
承

　

東
日
本
大
震
災
は
、
東
北
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
部
に
伝
わ
る
様
々
な
祭
礼
文
化
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
こ
こ
で
は
現
地
調
査

（
祭
礼
調
査
・
聞
き
取
り
調
査
）と
資
料
分
析
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
山
岳
信
仰
に
根
差
し
た
祭
礼
文
化「
法
印
神
楽
」が
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
被
災
の
後
に
、
ど
の
よ
う
に
復
活
を
遂
げ
た
か
に
つい
て
報
告
す
る
。

　
「
法
印
神
楽
」と
は
、
三
陸
地
方
に
お
い
て
、「
法
印
」と
呼
ば
れ
る
修
験
者
と
そ
の
末
裔
が
世
襲
的
に
伝
承
し
て
き
た
神
楽
の
こ
と
で
、
本

研
究
で
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
た「
本
吉
法
印
神
楽
」は
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る（
写
真
２
・
３
）。
近
世
期
に
、
現
在
の
宮
城
県
南
三
陸
町
か
ら
石

巻
市
北
上
町
に
か
け
て
の
地
域
に
居
住
し
た
修
験
者
た
ち
は「
本
吉
法
印
神
楽
」を
奉
納
す
る
神
楽
団
―
後
の「
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
」―

を
組
織
し
、
戸
倉
（
現
宮
城
県
南
三
陸
町
鎮
座
の
戸
倉
神
社
）
を
拠
点
と
し
て
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。
し
か
し
、
二
〇
一一
年
三
月
一一日

に
発
生
し
た
巨
大
津
波
は
戸
倉
神
社
に
も
到
達
し
、
同
社
に
お
さ
め
て
い
た
法
印
神
楽
の
神
楽
面
を
押
し
流
し
て
し
ま
う
。
こ
の
状
況
を
受
け

て
、
石
巻
市
北
上
町
女
川
の「
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
」は
祭
礼
道
具
を
喪
失
し
た
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
に
対
し
、
約
八
年
間
に
わ
た
って

自
身
の
神
楽
面
を
貸
与
す
る
な
ど
し
、
そ
の
継
承
を
支
え
た
。
こ
う
し
て
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
は
活
動
を
円
滑
に
再
開
で
き
た
が
、
こ
れ
を

可
能
に
し
た
の
は
、
両
団
体
が
昭
和
期
の
段
階
で
舞
手
の
派
遣
・
技
術
指
導
な
ど
の
点
で
協
力
し
合
い
、
良
好
な
関
係
を
築
い
て
い
た
か
ら
こ
そ

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
法
印
神
楽
の
担
い
手
た
ち
の
協
力
関
係
は
、
近
世
期
以
降
、
三
陸
地
方
の
各
地
で
し
ば
し
ば
み
ら
れ
た
。
千
葉
雄
市
氏

は
、
千
葉
（
二
〇
〇
〇
）
に
お
い
て
宮
城
県
内
の
法
印
神
楽
の
各
保
存
会
の
活
動
状
況
や
、
保
存
会
間
に
お
け
る
舞
手
・
祭
礼
道
具
な
ど
の
支

援
状
況
に
つい
て
簡
潔
に
報
告
し
て
い
る
。
こ
れ
を
基
礎
的
資
料
と
し
て
、
法
印
神
楽
保
存
会
間
の
協
力
関
係
を
示
す
地
図
を
作
成
し
た
（
地

図
は
吉
野（
二
〇
二
〇
）を
参
照
）。
そ
の
結
果
、
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
と
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
の
両
者
が
宮
城
県
内
各
地
の
法
印
神
楽

の
保
存
会
を
支
援
し
て
き
た
こ
と
や
、
そ
れ
以
外
の
保
存
会
の
間
で
も
盛
ん
に
協
力
関
係
を
結
び
、
自
ら
の
祭
礼
文
化
の
命
脈
を
維
持
し
よ
う

と
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
た
が
って
、
三
陸
地
方
に
み
ら
れ
る「
法
印
神
楽
」と
い
う
祭
礼
文
化
は
、
保
存
会
間
に
お
け
る
祭
礼
道
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具
の
貸
与
・
舞
手
の
派
遣
・
技
術
指
導
な
ど
の
交
流
を
通
じ
て
、
遺
伝
子
情
報
の
よ
う
に
紡
が
れ
て
き
た
も
の
だ
と
結
論
で
き
る
。

　

以
上
の
研
究
成
果
を
、
次
の
学
術
大
会
・
雑
誌
に
お
い
て
公
開
し
た
。

・
吉
野　

裕
「
近
代
の
東
北
地
方
太
平
洋
沿
岸
地
域
に
お
け
る
お
山
参
り
」
日
本
山
岳
修
験
学
会
、
二
〇
一
九
年
九
月
（
口
頭
発
表
。
発

表
番
号
７
）。

・
吉
野　

裕
「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
お
け
る
祭
礼
文
化
の
継
承
と
現
況
―
宮
城
県
石
巻
市
北
上
町
の
法
印
神
楽
を
事
例
と
し
て
―
」

日
本
地
理
学
会
、
二
〇
二
〇
年
三
月
（
ポ
ス
タ
ー
発
表
。
発
表
番
号
Ｐ
１
５
０
）。

・
吉
野　

裕
「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
お
け
る
祭
礼
文
化
の
現
況
―
宮
城
県
石
巻
市
北
上
地
区
を
中
心
と
し
て
―
」『
國
學
院
大
學
研
究

開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
一四
号
、一四
九-

一七
三
頁
、
二
〇
二
〇
年
三
月
。

な
お
、「
①
近
代
期
に
お
け
る
霊
山
参
り
の
様
相
」
の
一
部
を
、
学
術
雑
誌
に
投
稿
中
で
あ
る
（
二
〇
二
一
年
二
月
現
在
）。　
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